
『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

【
論
文
概
要
】

は
じ
め
に　

一
．
巻
五
第
二
段
小
野
寺
場
面
と
浅
間
山
煙
詠　

二
．
巻
七
第
二
段
一
遍
入
洛
時
の
京
の
非
日
常
性　

三
．
巻
七
第
二
段
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌　

四
．
巻
八
第
二

段
隠
岐
対
岸
で
の
詠
歌
と
承
久
の
政
変　

お
わ
り
に

　

時
宗
絵
巻
『
一
遍
聖
絵
（
一
遍
上
人
絵
伝
）』
は
宗
祖
一
遍
の
全
国
遊
行
の
旅
を
描
く
。
本
論
は
こ
の
う
ち
三
つ
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
日
付
や
当
時
の
情
勢
、

そ
こ
に
収
載
さ
れ
た
和
歌
の
修
辞
表
現
な
ど
か
ら
、『
聖
絵
』
が
描
く
一
遍
の
旅
の
目
的
や
目
撃
し
た
実
景
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

一
遍
聖
絵　

踊
り
念
仏　

時
衆　

浅
間
山　

承
久
の
政
変　

隠
岐

　
　
　

は
じ
め
に

　

一
三
世
紀
末
に
制
作
さ
れ
た
時
宗
絵
巻
『
一
遍
上
人
絵
伝
』（『
一
遍
聖
絵
』『
六
条

縁
起
』
と
も
。
以
下
『
聖
絵
』）
は
、
宗
祖
一
遍
智
真
（
一
二
三
九
―
一
二
八
九
）
の

伊
予
国
で
の
出
生
か
ら
兵
庫
の
観
音
堂
で
の
入
滅
ま
で
の
全
国
遊
行
の
旅
を
描
い
た
絵

巻
で
あ
る
。
絵
巻
の
中
の
一
遍
の
旅
は
、
南
は
九
州
大
隅
正
八
幡
宮
か
ら
北
は
奥
州
江

刺
郡
（
岩
手
県
北
上
市
）
に
わ
た
り
、
訪
問
地
も
熊
野
・
善
光
寺
・
四
天
王
寺
・
大
三

島
大
社
な
ど
、
各
地
の
重
要
な
社
寺
・
霊
地
を
含
ん
で
い
る
。
詞
書
の
起
草
者
「
西
方

行
人
聖
戒
」（
巻
十
二
奥
書
）
は
一
遍
実
弟
ま
た
は
甥
と
の
伝
承
が
あ
る
六
条
道
場
歓

喜
光
寺
開
山
の
聖
戒
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
り
、作
中
で
も
時
に
一
遍
の
旅
に
同
行
し
、

時
に
旅
先
か
ら
書
状
を
受
け
、
そ
し
て
臨
終
の
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。『
聖
絵
』
制

作
に
は
ま
た
時
宗
二
祖
他
阿
真
教
の
関
与
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。

　
『
聖
絵
』
に
は
古
写
本
が
少
な
く
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
の
成
立
で
六
条
道
場

歓
喜
光
寺
旧
蔵
の
通
称
「
歓
喜
光
寺
本
」（
全
十
二
巻
、
絹
本
著
色
、
清
浄
光
寺
蔵
、

巻
七
絵
と
巻
七
第
四
段
詞
書
の
み
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
、
御
影
堂
新
善
光
寺
旧
蔵

の
通
称
「
御
影
堂
本
」（
全
四
巻
、
紙
本
著
色
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
、
個
人
蔵
）
が
あ
る
。

こ
の
歓
喜
光
寺
本
と
御
影
堂
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
者
を
紙
本
段
階
に
あ
る
前
者
の

稿
本
に
相
当
す
る
と
仮
定
す
る
仙
海
義
之
氏
（
注
２
）
や
、
後
者
を
前
者
の
稿
本
に
基

づ
く
も
の
と
し
、
異
な
る
後
援
者
の
存
在
と
異
な
る
工
房
で
の
制
作
の
可
能
性
を
仮
定

す
る
吉
村
稔
子
氏
（
注
３
）
な
ど
、
慎
重
な
検
討
が
続
い
て
い
る
が
、「
祖
師
の
行
状

を
表
顕
す
る
と
い
う
宗
教
的
性
格
よ
り
も
、
旅
や
風
景
を
主
題
と
し
た
鑑
賞
的
性
格
が

勝
っ
て
い
る
」
と
い
う
歓
喜
光
寺
本
に
対
す
る
吉
村
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
両
写
本
の

『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て
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六
一



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌

　
―
旅
の
実
景
と
し
て

う
ち
特
に
歓
喜
光
寺
本
は
旅
の
絵
巻
と
い
う
印
象
が
強
い
。

　

そ
れ
で
は
『
聖
絵
』
は
ど
の
よ
う
な
人
物
の
後
援
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
絵
巻
か
。『
聖

絵
』
最
終
段
に
「
一
人
の
す
ゝ
め
に
よ
り
て
此
画
図
を
う
つ
し
一
念
の
信
を
も
よ
を
さ

む
が
た
め
に
彼
行
状
を
あ
ら
は
せ
り
」
と
あ
る
、『
聖
絵
』
制
作
を
促
し
た
「
一
人
」

の
人
物
比
定
が
小
松
茂
美
氏
、
岡
部
篤
子
氏
ら
（
注
４
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
現
在
は

土
御
門
定
実
（
一
二
四
一
―
一
三
〇
六
）
説
の
も
と
に
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
聖
絵
』
後
援
者
の
目
的
は
何
か
。
後
援
者
が
意
図
し
た
鑑
賞
者
と
し
て
は
、

二
人
の
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
承
久
の
政
変
で
後
鳥
羽
上
皇
（
一
一
八
〇
―

一
二
三
九
）
の
側
と
し
て
戦
い
、
配
流
地
奥
州
江
刺
郡
で
亡
く
な
っ
た
祖
父
河
野
通
信

（
一
一
五
六
―
一
二
二
三
）
墓
を
一
遍
が
訪
れ
る
巻
五
第
三
段
に
注
目
し
て
、
亀
山
上

皇
を
候
補
に
挙
げ
た
の
は
瀬
谷
愛
氏
で
あ
る
（
注
５
）。『
聖
絵
』
巻
頭
詞
書
に
お
い
て

も
主
人
公
一
遍
の
系
譜
は
「
越
智
氏
河
野
四
郎
通
信
」
の
孫
、「
河
野
七
郎
通
広
」
の

子
と
し
て
鑑
賞
者
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
聖
絵
』
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占

め
る
熊
野
三
山
場
面
が
後
白
河
院
ゆ
か
り
の
霊
地
で
あ
る
こ
と
や
、
巻
八
第
二
段
の
丹

後
国
久
美
浜
が
長
講
堂
領
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
注
目
し
、「
長
講
堂
領
を
継
承
す
る
こ

と
で
、
後
白
河
院
の
系
譜
に
連
な
り
、
皇
統
継
承
を
主
張
し
た
伏
見
院
の
周
辺
」
に
制

作
者
の
候
補
を
見
出
す
可
能
性
を
探
る
の
は
梅
沢
恵
氏
（
注
６
）
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
『
聖
絵
』
が
河
野
通
信
の
存
在
を
介
し
て
承
久
の
政
変
の
記
憶

を
残
す
絵
巻
で
あ
り
、
大
覚
寺
統
側
に
せ
よ
、
持
明
院
統
側
に
せ
よ
、
上
皇
と
周
辺
に

よ
る
鑑
賞
を
期
待
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
た
時
、
解
釈
が
新
た
に
な
る
部

分
が
『
聖
絵
』
に
は
あ
る
。
全
四
十
八
段
中
の
遊
行
・
寺
社
参
詣
の
道
中
場
面
に
一
遍

詠
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、『
聖
絵
』
収
載
の
一
遍
詠
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
注
目
を
集
め
る

こ
と
が
な
か
っ
た
三
首
の
詠
歌
状
況
に
つ
い
て
捉
え
直
す
こ
と
で
、『
聖
絵
』
の
旅
の

実
景
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
な
お
本
論
で
は
『
聖
絵
』
本
文
を
遊
行
寺
宝
物
館
・

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
国
宝　

一
遍
聖
繪
』（
遊
行

寺
宝
物
館
、
平
二
七
）
所
収
翻
刻
に
よ
り
、
濁
点
・
句
読
点
を
付
す
な
ど
適
宜
表
記
を

改
め
、
翻
刻
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
影
印
に
よ
り
訂
正
す
る
。
そ
の
他
引
用
和
歌
本

文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

　
　
　

一
．
巻
五
第
二
段
小
野
寺
場
面
と
浅
間
山
煙
詠

　
　

 　

下
野
国
小
野
寺
と
い
ふ
処
に
て
、
に
は
か
に
雨
お
び
た
ゝ
し
く
ふ
り
け
れ
ば
、

尼
法
師
み
な
袈
裟
衣
な
ど
ぬ
ぐ
を
み
給
て

　
　
　
　

ふ
れ
ば
ぬ
れ
ぬ
る
れ
ば
か
は
く
袖
の
う
へ
を
あ
め
と
て
い
と
ふ
人
ぞ
は
か
な
き

　
　
　

あ
る
と
き
時
衆
の
あ
ま
瞋
恚
を
お
こ
し
た
り
け
る
に

　
　
　
　

あ
ま
の
は
ら
つ
き
わ（

は
）を

の
れ
と
か
す
む
も
の
か
は

（
巻
五
第
二
段
全
文
）

　

本
段
の
舞
台
と
な
る
「
下
野
国
小
野
寺
」（
栃
木
県
栃
木
市
岩
舟
町
小
野
寺
）
は
、

単
な
る
旅
の
通
過
点
で
は
な
く
、
後
に
時
宗
の
拠
点
の
一
つ
と
な
る
重
要
な
土
地
で
あ

る
。
宝
厳
寺
住
職
浅
山
円
祥
氏
は
昭
和
十
五
年
発
行
の
注
釈
の
中
で
、
こ
の
地
を
名
字

と
し
た
鎌
倉
幕
府
御
家
人
で
あ
る
小
野
寺
氏
と
時
宗
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

　
　

 

下
野
国
下
都
賀
郡
小
野
寺
村　

中
世
小
野
郷
と
称
せ
し
が
古
刹
大
慈
寺
あ
る
よ

り
、
小
野
寺
と
称
す
。
大
慈
寺
は
天
台
宗
、
常
陸
千
妙
寺
末
、
往
昔
屈
指
の
名
刹

な
り
し
も
今
頽
廃
せ
り
。
今
聖
絵
に
図
せ
る
仏
刹
は
大
慈
寺
な
る
べ
し
。
現
在
此

の
地
に
時
宗
住
林
寺
あ
り
、
一
遍
上
人
の
開
基
に
し
て
本
願
は
小
野
寺
左
衛
門
尉

泰
綱
（
系
図
泰
通
に
作
る
通
業
の
子
）
祖
父
通
綱
の
為
に
建
立
す
る
所
な
り
。（
下

野
国
誌
）（
注
７
）

　

ま
た『
聖
絵
』と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
も
う
一
つ
の
一
遍
行
状
絵
巻
で
あ
る『
遊

行
上
人
縁
起
』（
全
十
二
巻
、
嘉
元
元
年
一
三
〇
三
〜
徳
治
二
年
一
三
〇
七
年
成
立
、

以
下
『
縁
起
絵
』）
に
よ
れ
ば
、
一
遍
の
入
滅
後
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
十
二
月

に
「
下
野
国
小
野
寺
の
某
」
か
ら
不
思
議
の
霊
夢
を
見
た
こ
と
に
関
し
て
の
書
状
が
他

阿
真
教
宛
に
届
き
、
こ
れ
に
答
え
た
と
い
う
（
巻
十
第
四
段
）。

六
二



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

　

さ
て
、
本
段
に
収
載
さ
れ
た
一
遍
詠
二
首
の
詠
歌
状
況
と
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
。
こ
の
小
野
寺
の
場
面
の
意
義
に
つ
い
て
は
全
く
異
な
る
面
か
ら
捉
え
た
、
砂
川
博

氏
と
佐
々
木
剛
三
氏
に
よ
る
見
解
が
あ
る
。
ま
ず
砂
川
博
氏
（
注
８
）
は
、
一
遍
詠
が

詠
み
か
け
る
相
手
が
「
尼
法
師
」「
時
衆
の
あ
ま
」
で
あ
る
点
に
注
目
し
て
、
こ
の
場

面
を
、「
一
遍
が
尼
僧
を
厳
重
な
監
視
下
に
お
い
て
遊
行
し
た
と
い
う
『
事
実
』
を
特

に
強
調
す
る
」
も
の
で
あ
り
、「
旧
仏
教
の
側
」
か
ら
向
け
ら
れ
た
「
辛
辣
な
視
線
」

に
対
し
て
、
時
衆
が
「
一
遍
の
強
力
な
指
導
の
下
に
厳
格
な
規
律
を
も
っ
て
諸
国
を
遊

行
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
意
図
で
置
か
れ
た
場
面
で
あ
る
と
意
義
づ
け

た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
二
首
の
内
容
に
つ
い
て
、「
時
に
降
雨
を
厭
い
、
時
に
瞋
恚
を

起
こ
す
、
尼
の
転
変
極
ま
り
な
い
感
情
の
有
り
様
を
戒
め
た
」
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
佐
々
木
剛
三
氏
は
、
一
遍
が
歌
を
詠
み
か
け
た
対
象
で
は
な
く
、
雨
宿
り
と

い
う
詠
歌
状
況
に
注
目
す
る
。

　
　

 

劇
的
で
も
何
で
も
な
い
平
凡
き
わ
ま
る
風
景
で
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
退

屈
な
場
面
を
独
立
し
た
一
段
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
か
、
改
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
何
で
も
な
い
情
景
に
は
先
例
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
歌
人
な
ら
ば
誰
も
が
憧
れ
た
西
行
法
師

（
一
一
一
八
〜
九
〇
）
が
、
偶
然
、
雨
に
あ
い
寺
の
軒
先
を
借
り
た
と
い
う
故
事

が
あ
る
。
一
遍
の
一
行
が
借
り
た
の
も
寺
の
前
の
小
屋
の
軒
先
で
あ
り
、
は
し
な

く
も
歌
人
西
行
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
行
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ

う
な
行
動
は
、「
絵
伝
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
書
か
れ
た
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
も

記
さ
れ
て
い
て
、
軒
先
の
雨
宿
り
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
歌
人
を
自
認
す

る
人
に
と
っ
て
は
大
変
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
一
遍

は
、
西
行
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
介
の
僧
侶
で
は
な
く

歌
人
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
、
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。（
注
９
）

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
西
行
の
故
事
と
は
、
文
明
本
『
西
行
物
語
』
や
旧
久
保
家

本
『
西
行
物
語
絵
巻
』（
全
三
巻
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
奥
州
の
旅
の
折

の
雨
宿
り
場
面
に
取
り
入
れ
た
西
行
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
「
誰
す
み
て
あ
は
れ
知

る
ら
む
山
里
の
雨
ふ
り
す
さ
む
夕
暮
の
空
」（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
四
二
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
両
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
上
で
も
う
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
詠
歌
状
況

が
『
聖
絵
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
雨
の
場

面
・
白
河
の
関
場
面
・
墳
墓
参
詣
場
面
の
連
続
に
関
す
る
、
西
行
物
語
絵
巻
と
の
類
似

性
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
が（
注
10

）、結
論
か
ら
い
え
ば
、

本
場
面
に
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
同
時
代
の
鑑
賞
者
の
視
線
へ
の
意
識
が
窺
わ
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑴　

ふ
れ
ば
ぬ
れ
ぬ
る
れ
ば
か
は
く
袖
の
う
へ
を
あ
め
と
て
い
と
ふ
人
ぞ
は
か
な
き

　

小
野
寺
の
辺
り
で
に
わ
か
に
雨
に
見
舞
わ
れ
た
一
行
が
取
っ
た
行
動
は
、
詞
書
に
よ

れ
ば
、
袈
裟
や
衣
を
脱
ぐ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
説
明
と
な
る
の
が
詞
書

に
続
く
画
面
で
あ
る
。
歓
喜
光
寺
本
の
画
面
を
見
る
と
、
花
の
咲
く
早
春
の
下
野
国
の

田
園
風
景
と
、
浅
山
氏
が
大
慈
寺
と
比
定
し
た
寺
院
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
全
体
に

は
細
か
な
斜
線
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
写
実
的
に
驟
雨
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
傘
を

差
し
た
り
頭
巾
を
被
っ
た
り
し
た
時
衆
は
小
走
り
で
小
さ
な
家
屋
に
駆
け
込
ん
で
い
る

様
子
で
あ
る
。
袈
裟
や
衣
を
脱
い
だ
と
い
う
の
は
、
屋
内
に
駆
け
込
ん
だ
後
に
、
衣
類

を
干
し
て
乾
か
す
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
歌
を
解
釈
す
る
に
辺
り
、
詞
書
中
の
「
尼
法
師
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
捉
え
直

し
た
い
。「
尼
法
師
」
と
い
う
語
は
、こ
れ
ま
で
の
現
代
語
訳
や
解
説
で
、「
尼
た
ち
」「
尼

僧
」、
女
性
の
時
衆
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
注
11

）。

　

し
か
し
、『
聖
絵
』
で
は
つ
づ
く
巻
五
第
四
段
で
、
常
陸
国
で
悪
党
に
略
取
さ
れ
よ

う
と
し
た
女
性
時
衆
の
こ
と
を
「
時
衆
の
あ
ま
」
と
呼
び
、
ま
た
本
段
後
半
で
も
同
じ

く
、
女
性
時
衆
の
こ
と
を
「
時
衆
の
あ
ま
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
阿
真

教
の
消
息
法
語
や
和
歌
を
集
録
し
た
『
他
阿
上
人
法
語
』（
注
12

）
で
は
、「
尼
」
と
「
法

師
」
を
併
記
す
る
こ
と
で
男
女
の
時
衆
を
表
現
し
、
そ
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
に
注
意

し
て
い
る
箇
所
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　

 

尼
法
師
の
あ
ひ
だ
。
み
だ
り
が
は
し
き
や
う
に
仰
ら
れ
し
か
ば
こ
そ
。
各
別
の
道

六
三



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌

　
―
旅
の
実
景
と
し
て

場
に
居
せ
ん
に
は
し
か
じ
と
は
ま
う
せ
し
が
。
ふ
た
つ
の
道
場
を
期
せ
し
め
ぬ
よ

し
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
。
一
所
に
て
三
境
を
き
び
し
く
お
き
て
。
向
顔
は
な
す
と
も

手
う
つ
し
に
物
も
と
り
か
は
さ
ず
し
て
し
か
る
べ
し
と
お
ぼ
ゆ
。

（『
他
阿
上
人
法
語
』
巻
六
「
越
後
国
古

本
郷
へ
つ
か
は
さ
る
御
返
事
」）

　

本
段
で
雨
に
濡
れ
た
装
束
を
脱
い
だ
「
尼
法
師
」
も
、『
他
阿
上
人
法
語
』
の
用
例

と
同
じ
く
、
男
女
の
時
衆
全
員
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
歓

喜
光
寺
本
の
画
面
を
見
て
も
、
駆
け
込
ん
だ
男
性
ら
し
き
時
衆
が
室
内
で
上
半
身
を
は

だ
け
る
様
子
や
、
女
性
ら
し
き
細
身
の
体
型
の
時
衆
が
軒
先
で
雨
に
濡
れ
た
頭
巾
を
乾

か
そ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
衆
の
様
子
を
見
な
が
ら
詠
ん
だ
一
遍
詠
は
、「
袖
と
い
う
も
の
は
、
雨
が
降

れ
ば
濡
れ
、
し
か
し
濡
れ
れ
ば
ま
た
乾
く
の
が
道
理
だ
。
そ
れ
だ
と
い
う
の
に
雨
が
降

る
の
を
人
々
は
厭
う
が
、
そ
の
命
こ
そ
が
雨
粒
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
な
の
に
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
旅
の
道
中
で
降
る
雨
が
旅
人
の
心
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
鎌
倉
時
代
成
立
の
紀
行
文
『
海
道
記
』
で
も
、
京
を
経
っ
て
間

も
な
い
頃
に
降
り
始
め
た
雨
へ
の
消
沈
が
作
者
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い

る
。

　
　

 

今
日
し
も
、
習
は
ぬ
旅
の
空
に
雨
さ
へ
い
た
く
降
り
て
、
い
つ
し
か
心
の
中
も
か

き
く
も
る
様
に
覚
え
て
、

　
　
　
　

旅
衣
ま
だ
き
も
な
れ
ぬ
袖
の
上
に
ぬ
る
べ
き
物
と
雨
は
降
り
き
ぬ

 

（『
海
道
記
』）（
注
13

）

　

袖
の
上
を
濡
ら
す
雨
は
旅
の
艱
苦
の
要
因
で
あ
り
、
旅
の
歌
題
と
な
る
。
し
か
し
人

生
に
対
す
る
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、一
時
の
苦
を
苦
と
し
な
い
姿
勢
を
持
つ
よ
う
に
と
、

時
衆
全
て
を
諭
し
励
ま
す
一
遍
の
姿
を
描
こ
う
と
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

⑵　

く
も
と
な
る
け
む
り
な
た
て
そ
あ
ま
の
は
ら
つ
き
わ
を
の
れ
と
か
す
む
も
の
か
は

　

二
首
目
は
、
瞋
恚
の
感
情
を
抱
え
た
女
性
時
衆
に
対
し
て
、
怒
り
の
念
を
雲
の
も
と

と
な
る
煙
に
喩
え
て
、雲
で
月
を
霞
ま
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
諫
め
た
和
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
一
首
目
「
ふ
れ
ば
ぬ
れ
」
詠
が
女
性
時
衆
に
向
け
て
の
諌
め
の
歌
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
た
の
に
伴
い
、「
時
に
降
雨
を
厭
い
、
時
に
瞋
恚
を
起
こ
す
、
尼
の
転
変

極
ま
り
な
い
感
情
の
有
り
様
を
戒
め
た
」（
注
14

）
も
の
で
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
諸
注
で
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
が
な
い
も
の
の
、『
伊
勢
物
語
』
第
八
段
を

は
じ
め
と
す
る
浅
間
山
の
噴
煙
を
詠
む
和
歌
の
伝
統
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
れ

ば
、
こ
の
一
遍
詠
の
収
載
に
も
別
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
伊
勢
物
語
』
の
著
名
な
第
九
段
の
直
前
に
は
、「
昔
男
」
が
東
下
り
の
道
中
で
浅
間

山
の
煙
を
詠
む
場
面
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　

 　

む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
京
や
す
み
憂
か
り
け
む
、
あ
づ
ま
の
方
に
ゆ
き
て
、

す
み
所
も
と
む
と
て
、
友
と
す
る
人
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
ゆ
き
け
り
。
信
濃
の

国
、
浅
間
の
嶽
に
煙
の
立
つ
を
見
て
、

　
　
　
　

信
濃
な
る
あ
さ
ま
の
た
け
に
立
つ
け
ぶ
り
を
ち
こ
ち
人
の
見
や
は
と
が
め
ぬ

 

（『
伊
勢
物
語
』
第
八
段
全
文
）（
注
15

）

　

実
際
に
は
尾
張
・
三
河
国
を
通
る
東
海
道
の
旅
の
途
中
で
は
、
浅
間
山
の
山
容
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
『
伊
勢
物
語
』
古
注
は
第
八
段
の
存
在
を
理
解
す
る

こ
と
に
苦
心
し
て
い
る
。
細
川
幽
斎
の
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』（
文
禄
五
年
一
五
九
六

成
立
）
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
「
浅
ま
の
た
け
に
た
つ
け
ぶ
り
、
い
せ
尾
張
の
方
よ
り
は

見
え
ま
じ
き
か
。昔
は
煙
の
過
分
に
立
け
る
も
の
に
て
こ
そ
有
つ
ら
め
。」と
注
を
付
し
、

浅
間
山
そ
の
も
の
が
見
え
た
の
で
は
な
く
、
甚
大
な
噴
火
の
煙
が
見
え
た
の
で
は
な
い

か
と
し
て
い
る
（
注
16

）。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
内
田
美
由
紀
氏
（
注
17

）

が
近
年
、
現
在
の
『
伊
勢
物
語
』
に
章
段
配
置
に
誤
り
が
あ
る
と
捉
え
、
宝
亀
二
年
の

制
度
の
廃
止
（
続
日
本
紀
）
後
も
使
用
さ
れ
て
い
た
東
山
道
武
蔵
路
を
北
上
し
、
東
山

道
に
入
っ
て
上
野
国
を
通
り
陸
奥
国
に
向
か
う
際
に
左
前
方
に
遠
望
で
き
た
浅
間
山
の

噴
煙
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
た
こ
と
で
問
題
の
解
消
を
見
た
。

　

歌
の
由
来
に
つ
い
て
は
「
浅
間
山
の
噴
煙
を
目
に
し
う
る
地
方
で
う
た
わ
れ
た
民
謡

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
人
目
を
し
の
ぶ
男
女
の
恋
が
世
間
に
知
ら
れ
る
の
を
恐
れ
る
気
持

を
浅
間
の
煙
に
寄
せ
た
歌
だ
が
、
そ
れ
を
東
下
り
の
話
群
に
仕
込
ん
だ
の
で
あ
る
。」

六
四



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

と
す
る
新
大
系
注
の
よ
う
に
、
恋
心
の
露
見
を
恐
れ
る
男
女
の
民
謡
が
も
と
と
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

浅
間
山
の
噴
煙
は
そ
の
後
も
恋
の
歌
材
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
第

八
段
歌
を
本
歌
取
り
し
た
歌
や
、「
浅
間
」
と
「
浅
ま
し
」
を
掛
詞
と
し
た
題
詠
歌
な

ど
が
勅
撰
集
に
も
入
集
し
て
い
る
。

　
　
　

雲
は
れ
ぬ
浅
間
の
山
の
あ
さ
ま
し
や
人
の
心
を
見
て
こ
そ
や
ま
め

（
古
今
集
・
雑
体
・
一
〇
五
〇
・
平
中
興
）

　
　
　

い
た
づ
ら
に
立
つ
や
浅
間
の
夕
煙
里
と
ひ
か
ぬ
る
を
ち
こ
ち
の
山

 

（
新
古
今
集
・
羇
旅
・
九
五
八
・
雅
経
）（
注
18

）

　

さ
て
、
浅
間
山
の
煙
を
詠
む
和
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
聖
絵
』
の
一
遍
詠

の
背
景
と
し
て
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
天
明
の
大
噴
火
資
料
が
伝
え
る
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
六
月
の
噴
火
記
録
で
あ
る
。

　
　

 

浅
間
山
ハ
此
度
初
て
焼
出
し
候
に
て
も
な
し
。
昔
弘
安
四
年
六
月
九
日
の
暮
方
、

山
よ
り
西
に
黄
色
之
光
り
移
り
、
同
夜
四
ツ
時
焼
出
し
、
信
州
追
分
、
小
諸
よ
り

南
へ
四
り
余
の
間
灰
砂
降
り
、
西
に
海
野
え
続
き
田
中
之
辺
迄
今
に
田
地
ニ
火
石

お
し
出
し
置
、
北
に
山
麓
迄
お
し
出
し
、
其
所
を
石
と
ま
り
と
言
習
い
せ
り
。
人

生
百
歳
を
た
も
つ
者
な
け
れ
は
知
ら
す
。
む
か
し
よ
り
幾
度
も
焼
し
由
、
干
俣
村

と
大
笹
の
間
に
砂
井
川
原
ニ
も
浅
間
之
火
石
沢
山
に
、
石
垣
川
除
抔
に
て
見
へ
た

り
。
往
古
も
焼
出
せ
し
た
め
し
な
る
へ
し
。
是
は
隣
村
ニ
有
之
し
古
き
書
付
を
見

て
、
後
人
の
た
め
に
筆
記
す
る
所
な
り
。

 

（
山
口
魚
柵
『
浅
間
焼
出
山
津
波
大
変
記
』）（
注
19

）

　
『
浅
間
焼
出
山
津
波
大
変
記
』（
成
立
年
不
詳
）
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
八
月
の

浅
間
山
大
噴
火
の
記
録
史
料
群
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
隣
村
ニ
有
之
し
古
き
書

付
」
の
中
の
内
容
と
し
て
、
弘
安
四
年
六
月
九
日
の
暮
れ
に
発
生
し
た
浅
間
山
噴
火
を

記
録
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
大
武
山
義
珍
『
浅
間
焼
出
大
変
記
』、
常
見
一
之
浩
斎
『
天

明
浅
嶽
砂
降
記
』（
寛
政
三
年
一
七
九
一
序
）
と
そ
の
類
本
な
ど
（
注
20

）
が
同
様
に

弘
安
年
間
の
噴
火
の
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で『
聖
絵
』が
描
く
一
遍
た
ち
の
信
州
・
奥
州
の
旅
の
経
緯
を
整
理
し
た
い
。『
聖

絵
』
巻
五
は
、一
遍
た
ち
は
弘
安
二
年
春
か
ら
八
月
に
か
け
て
京
の
因
幡
堂
に
滞
在
（
巻

四
第
四
・
五
段
）
し
た
の
ち
、江
州
守
山
の
琰
魔
堂
（
滋
賀
県
守
山
市
）
を
通
過
し
（
巻

四
第
五
段
）、
道
中
四
十
八
日
間
を
か
け
て
信
州
善
光
寺
に
到
着
し
た
も
の
と
し
て
い

る
。

　
　

 

同
年
八
月
に
因
幡
堂
を
い
で
ゝ
、
善
光
寺
へ
お
も
む
き
給
。
道
の
間
の
日
数
、
自

然
に
四
十
八
日
な
り
。
其
年
信
濃
国
佐
久
郡
伴
野
の
市
庭
の
在
家
に
し
て
歳
末
の

別
時
の
と
き
紫
雲
は
じ
め
て
た
ち
侍
り
け
り
。（
後
略
）（
巻
四
第
五
段
）

　

絵
で
は
江
州
守
山
か
ら
北
陸
沿
い
に
到
着
し
た
は
ず
の
善
光
寺
参
詣
の
場
面
は
省
略

さ
れ
、
巻
四
第
四
段
に
は
同
年
の
歳
末
別
時
を
信
濃
国
佐
久
郡
伴
野
で
行
っ
た
際
の
、

紫
雲
屹
立
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
遍
た
ち
は
同
郡
小
田
切
里
で
初
め

て
の
踊
り
念
仏
（
同
五
段
）
を
行
い
、
同
郡
の
武
士
大
井
太
郎
の
邸
宅
で
数
百
人
規
模

の
踊
り
念
仏
を
行
っ
た
頃
に
は
弘
安
二
年
の
冬
を
迎
え
て
い
た
（
巻
五
第
一
段
）。
そ

し
て
「
弘
安
三
年
善
光
寺
よ
り
奥
州
へ
お
も
む
き
給
に
」（
巻
五
第
三
段
）
と
、
弘
安

三
年
（
一
二
八
〇
）
に
は
再
び
善
光
寺
に
参
詣
し
た
ら
し
い
（【
図
１
】
地
点
Ａ
）。
そ

の
後
は
信
州
・
奥
州
を
経
由
し
て
、
弘
安
五
年
三
月
一
日
に
鎌
倉
こ
ぶ
く
ろ
坂
に
至
っ

て
い
る
（
巻
五
第
五
段
）。
巻
五
は
そ
の
約
二
年
間
と
み
ら
れ
る
旅
の
道
中
を
描
く
が
、

そ
こ
に
は
次
の
地
名
が
確
認
で
き
る
。

　
　

・
下
野
国
小
野
寺
（
栃
木
県
栃
木
市
岩
舟
町
）
巻
五
第
二
段

　
　

・
白
河
の
関
（
福
島
県
白
河
市
）　

巻
五
第
三
段

　
　

・
松
島
（
宮
城
県
宮
城
郡
）　

巻
五
第
四
段

　
　

・
奥
州
江
刺
郡
（
岩
手
県
北
上
市
）
巻
五
第
三
段

　
　

・
常
陸
国
（
茨
城
県
）　

巻
五
第
四
段

　
　

・
武
蔵
国
石
浜
（
東
京
都
台
東
区
）
巻
五
第
四
段

　

右
の
旅
を
描
く
に
あ
た
り
、巻
五
第
二
段
画
面
は
庭
木
に
花
が
咲
く
春
の
小
野
寺
を
、

巻
五
第
三
段
は
錦
秋
の
白
河
の
関
、
晩
秋
の
奥
州
江
刺
郡
河
野
通
信
墓
を
描
き
、
巻
五

第
四
段
は
雪
の
常
陸
国
を
描
く
と
い
う
よ
う
に
、
巻
五
は
四
季
の
一
巡
を
絵
画
の
中
に

六
五



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌

　
―
旅
の
実
景
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
下
野
国
か
ら
奥
州
常
陸
国
に
至
る
旅
を
弘
安
四
年
の
も
の
と

し
て
描
い
て
い
る
ら
し
い
。
つ
ま
り
『
聖
絵
』
に
よ
れ
ば
、
一
遍
た
ち
が
佐
久
郡
伴
野

か
ら
善
光
寺
へ
参
詣
し
た
後
、
浅
間
山
の
ふ
も
と
を
通
り
、
下
野
国
小
野
寺
へ
向
か
い

関
東
平
野
西
部
を
旅
し
て
い
た
の
は
、
弘
安
二
年
秋
か
ら
三
年
春
に
か
け
て
の
時
期
と

な
る
（【
図
１
】
地
点
）（
Ａ
）
〜
（
Ｃ
）
参
照
）。

　

火
山
の
噴
火
前
に
は
短
期
的
・
長
期
的
な
前
兆
現
象
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
浅
間
山

は
佐
久
郡
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
栃
木
県
栃
木
市
か
ら
も
西
方
に
山
容
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
山
で
あ
る
（
注
21

）。
一
遍
が
弘
安
三
年
に
浅
間
山
の
煙
を
和
歌
に
詠
ん
で

い
る
こ
と
は
、
天
明
の
災
害
記
録
に
書
き
写
さ
れ
た
「
隣
村
ニ
有
之
し
古
き
書
付
」
が

伝
え
た
弘
安
四
年
六
月
九
日
の
浅
間
山
噴
火
の
史
実
性
を
検
証
す
る
た
め
の
資
料
と
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。『
聖
絵
』
詞
書
や
和
歌
に
は
浅
間
山
の
存
在
へ
の
言
及
は
な
く
、

画
面
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
浅
間
山
の
煙
に
よ
っ
て
女
性
時
衆
の
瞋
恚
を
諌

め
た
一
遍
詠
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
影
響
下
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
関
東
平
野
西
部
の

旅
の
実
景
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

巻
五
第
二
段
は
『
聖
絵
』
に
は
珍
し
い
、
一
遍
が
同
行
す
る
時
衆
の
出
家
者
た
ち
に

ど
の
よ
う
に
相
対
し
た
か
を
伝
え
る
場
面
で
あ
り
、
一
遍
が
全
て
の
時
衆
に
対
し
て
誠

実
に
、
に
わ
か
雨
や
噴
煙
に
寄
せ
て
、
一
時
的
な
感
情
の
無
意
味
さ
を
和
歌
で
教
え
諭

し
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
東
国
の
旅
の
様
子
を
写
実
的
に

描
く
だ
け
で
な
く
、
歌
物
語
や
歌
枕
の
文
脈
を
念
頭
に
置
い
て
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
し
た
場
面
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

二
．
巻
七
第
二
段
一
遍
入
洛
時
の
京
の
非
日
常
性

　

巻
七
は
鎌
倉
か
ら
美
濃
国
・
尾
張
国
・
近
江
国
草
津
を
経
由
し
て
弘
安
七
年

（
一
二
八
四
）
閏
四
月
に
再
び
京
に
戻
っ
た
一
遍
と
時
衆
が
、
様
々
な
階
層
の
人
々
の

熱
狂
的
な
人
気
を
集
め
た
こ
と
、
滞
在
の
中
で
貴
顕
、
寺
僧
と
和
歌
の
贈
答
な
ど
を
交

わ
し
た
こ
と
な
ど
を
詞
書
に
述
べ
、
画
面
に
は
一
遍
に
熱
狂
的
な
注
目
を
寄
せ
る
群
衆

【図１】浅間山・弘安二～三年遊行の地位置関係図

（Ａ）信濃国善光寺
（Ｂ）信濃国佐久郡
（Ｃ）下野国小野寺
（Ｘ）浅間山

国土地理院地図（電子国土Web）をもとに加工・作成
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『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

を
描
い
て
い
る
。

　
　

 

同
七
秊
閏
四
月
十
六
日
、
関
寺
よ
り
四
条
京
極
の
釈
迦
堂
に
い
り
給
。
貴
賤
上
下

群
を
な
し
て
人
は
か
へ
り
見
る
事
あ
た
は
ず
。車
は
め
ぐ
ら
す
こ
と
を
え
ざ
り
き
。

一
七
日
の
の
ち
、
因
幡
堂
に
う
つ
り
給
。
そ
の
と
き
土
御
門
入
道
前
内
大
臣
、
念

仏
結
願
の
た
め
に
お
は
し
ま
し
て
後
に
お
く
り
給
へ
る　

　
　
　
　

一
声
を
ほ
の
か
に
き
け
ど
ほ
と
と
ぎ
す
な
を
さ
め
や
ら
ぬ
う
た
た
ね
の
ゆ
め　

　
　
　
　
　
　
　
　

返
事　

聖　

　
　
　
　

郭
公
な
の
る
も
き
く
も
う
た
た
ね
の
ゆ
め
う
つ
つ
よ
り
ほ
か
の
一
声

　
　

同
出
離
生
死
の
お
も
む
き
た
づ
ね
つ
か
は
さ
れ
け
る
御
返
事
云
、

　
　
　
　

 

他
力
称
名
は
、
不
思
議
の
一
行
な
り
。
弥
陀
超
世
の
本
願
は
、
凡
夫
出
離
の

直
道
な
り
。
諸
仏
深
智
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
あ
ら
ず
。
い
は
む
や
三
乗
浅
智
心

を
う
か
ゞ
は
む
や
。
諸
教
の
得
道
を
耳
に
と
ゞ
め
ず
、
本
願
の
名
号
を
口
に

と
な
へ
て
、
称
名
の
ほ
か
に
我
心
を
も
ち
ゐ
ざ
る
を
、
無
疑
無
慮
乗
彼
願
力

定
得
往
生
と
い
ふ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
ゝ
な
へ
て
我
心
の
な
く
な
る
を
、
臨

終
正
念
と
い
ふ
。
こ
の
と
き
、
仏
の
来
迎
に
あ
づ
か
り
て
極
楽
に
往
生
す
る

を
、
念
仏
往
生
と
い
ふ
、
云
々
。

（
巻
七
第
二
段
前
半
）

　

一
遍
た
ち
は
関
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）
か
ら
四
条
京
極
の
釈
迦
堂
（
京
都
市
中
京
区
）

に
入
り
、
七
日
間
の
滞
在
の
の
ち
、
因
幡
堂
（
京
都
市
下
京
区
）
へ
移
り
、
や
が
て
、

三
条
悲
田
院
と
蓮
光
院
に
短
期
間
滞
在
の
上
、
雲
居
寺
、
六
波
羅
蜜
寺
を
巡
礼
し
、
空

也
上
人
遺
跡
市
屋
道
場
と
移
動
し
た
。
滞
在
期
間
に
つ
い
て
は
「
京
中
の
結
縁
首
尾
自

然
に
四
十
八
日
に
て
侍
し
が
、市
屋
に
ひ
さ
し
く
住
給
し
こ
と
は
」（
巻
七
第
三
段
）
と
、

四
十
八
日
間
の
滞
在
で
あ
り
、
市
屋
道
場
を
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
滞
在
の
の
ち
、
丹
後
国
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ
た
め
に
五
月
二
十
二
日
に
洛
西

桂
へ
と
移
り
、
巻
七
が
結
ば
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
京
入
り
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
同
七
秊
閏
四
月
十
六
日
、
関
寺
よ
り

四
条
京
極
の
釈
迦
堂
に
い
り
給
」
と
、
日
付
を
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
聖
絵
』『
縁

起
絵
』
と
も
に
、
旅
の
過
程
を
日
付
ま
で
詳
述
し
た
場
面
は
少
な
く
、
年
や
季
節
の
み

を
書
き
留
め
た
場
面
が
多
い
。
し
か
し
一
遍
入
洛
の
場
面
に
つ
い
て
は
『
聖
絵
』『
縁

起
絵
』
と
も
に
弘
安
七
年
閏
四
月
十
六
日
と
い
う
日
付
を
明
示
し
て
い
る
。

　

公
家
日
記
等
の
現
存
が
乏
し
い
弘
安
年
間
の
宮
中
・
洛
中
の
様
子
を
窺
い
知
る
に
は
、

広
橋
兼
仲
（
一
二
四
四
―
一
三
〇
八
）
の
日
記
『
勘
仲
記
』（『
兼
仲
卿
記
』）
や
、内
裏
・

上
皇
御
所
の
人
間
関
係
・
行
事
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
後
深
草
院
二
条
の
回
想
記『
と

は
ず
が
た
り
』、
そ
し
て
『
と
は
ず
が
た
り
』
を
も
典
拠
に
含
む
『
増
鏡
』
な
ど
が
手

が
か
り
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
弘
安
年
間
の
日
記
・
回
想
に
お
い
て
は
、『
聖
絵
』

『
縁
起
絵
』
が
描
く
よ
う
な
、
弘
安
七
年
閏
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
一
遍
滞
在
と

熱
狂
的
な
群
衆
の
記
録
や
そ
の
噂
の
片
鱗
な
ど
は
全
く
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

た
だ
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
に
制
作
さ
れ
た

絵
巻
『
天
狗
草
紙
』
伝
三
井
寺
巻
Ａ
（
中
村
家
本
）
と
、『
天
狗
草
紙
』
伝
三
井
寺
巻

の
異
本
で
あ
る
成
立
年
不
詳
の
『
魔
仏
一
如
絵
詞
』（
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
蔵
）、
詞
書
の
み
の
釼
阿
に
よ
る
写
本
『
七
天
狗
絵
』
第
七
（
金
沢
文
庫
蔵
）
の

巻
七
、
そ
し
て
歌
学
書
『
野
守
鏡
』
な
ど
は
、
弘
安
七
年
の
一
遍
入
洛
の
時
の
民
衆
の

熱
狂
を
伝
え
て
い
る
。

　
『
天
狗
草
紙
』に
つ
い
て
は
、一
遍
た
ち
の
信
仰
や
入
洛
時
の
行
動
の
様
子
を
記
録
し
、

か
つ
批
難
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、『
縁
起
絵
』
祖
本
と
同
一
の
作
画
工
房
で
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
土
屋
貴
裕
氏
の
研
究
が
あ
る
（
注
22

）。『
天
狗
草
紙
』

に
描
か
れ
た
一
遍
の
容
貌
は
、『
縁
起
絵
』『
聖
絵
』
に
描
か
れ
た
一
遍
と
酷
似
し
て
い

る
。
牛
車
が
立
ち
並
ぶ
路
上
や
、
食
べ
物
を
囲
ん
で
輪
に
な
っ
て
飲
食
し
た
り
、
一
遍

を
中
心
に
踊
り
跳
ね
た
り
す
る
時
衆
の
姿
は
『
縁
起
絵
』『
聖
絵
』
が
描
く
光
景
と
も

共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
天
狗
草
紙
』
が
時
衆
を
見
つ
め
る
視
線
は
厳
し
く
、
花
が

降
る
と
い
う
奇
跡
の
噂
を
信
じ
る
人
々
の
側
に
は
そ
れ
を

し
が
る
人
々
が
お
り
、
頭

上
で
は
天
狗
が
花
を
降
ら
せ
て
い
る
。
一
遍
の
尿
を
妙
薬
と
信
じ
て
求
め
る
京
の
人
々

が
一
遍
を
囲
ん
で
竹
筒
を
差
し
出
す
異
様
な
光
景
も
描
か
れ
て
い
る
。
正
反
対
の
視
線

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
聖
絵
』『
縁
起
絵
』
と
『
天
狗
草
紙
』
の
洛
中
賦
算
の
熱
狂
は
、

六
七



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌

　
―
旅
の
実
景
と
し
て

当
時
の
実
際
の
様
子
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
公
家
日
記
や
物
語
に
は
残
ら
な
か
っ
た
、「
貴
賤
上
下
」
の
垣
根
を
超
え
た

と
い
う
様
々
な
階
層
か
ら
な
る
熱
狂
的
群
衆
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
も
の

か
。
群
衆
の
熱
狂
は
非
日
常
的
空
気
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
。
一
遍
と
時
衆
を
迎
え
た
弘

安
七
年
閏
四
月
・
五
月
の
京
の
空
気
が
非
日
常
性
を
帯
び
て
い
た
要
因
と
し
て
注
意
さ

れ
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
。

①
大
雨
に
よ
る
市
中
の
河
川
氾
濫

　

一
遍
ら
が
京
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
日
付
の
翌
日
、
洛
中
に
は
増
水
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

　
『
勘
仲
記
』
閏
四
月
十
七
日
条

　
　

 

雨
降
、
不
出
仕
、
洪
水
溢
洛
中
、
烏
丸
川
・
西
洞
院
川
等
不
及
通
人
馬
云
々
、
一

条
前
殿
・
今
出
川
等
為
水
底
云
々
、
近
衛
殿
烏
丸
面
棟
門
流
失
、
築
地
等
悉
顛
倒
、

町
并
西
洞
院
等
小
屋
多
流
失
、
洛
陽
水
害
頗
無
先
規
歟
、
今
日
亀
山
殿
御
月
忌
、

無
臨
幸
、（
略
）

　
『
勘
仲
記
』
閏
四
月
二
十
一
日
条

　
（
…
略
）
今
日
依
洪
水
無
御
参
。
烏
丸
川
・
西
洞
院
川
等
、
車
馬
依
不
通
也
。（
注
23

）

　

当
時
四
十
一
歳
の
広
橋
兼
仲
が
「
頗
無
先
規
歟
」
と
記
録
し
た
ほ
ど
の
用
水
氾
濫
で

あ
る
。
広
橋
兼
仲
の
居
所
が
あ
る
勘
解
由
小
路
は
被
害
水
域
西
に
近
接
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
被
害
の
情
報
が
集
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
反
対
に
、
川
東
に
滞
在
し
て
い

た
一
遍
た
ち
の
動
向
は
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
仲

に
よ
れ
ば
、
降
り
続
く
大
雨
に
よ
り
、
現
在
の
京
都
御
苑
西
側
を
南
北
に
走
っ
て
い
た

烏
丸
川
と
西
洞
院
川
が
増
水
し
、
前
関
白
一
条
実
経
（
一
二
二
三
―
一
二
八
四
）
第
や

西
園
寺
家
の
今
出
川
第
も
浸
水
し
て
い
る
ほ
か
、
近
衛
家
基
（
一
二
六
一
―

一
二
九
六
）
の
近
衛
殿
（
注
24

）
の
烏
丸
小
路
に
面
し
た
棟
門
と
築
地
も
流
失
す
る
被

害
に
遭
っ
て
い
る
。
更
に
は
町
小
路
・
西
洞
院
大
路
の
「
小
屋
」
の
多
く
が
洪
水
に
流

さ
れ
た
と
い
う
。
摂
関
家
の
邸
第
も
庶
民
の
居
住
地
帯
も
水
害
を
被
っ
た
さ
な
か
の
一

遍
入
洛
で
あ
っ
た
。

②
北
条
時
宗
の
死

　

二
度
目
の
元
寇
を
三
年
前
に
退
け
た
後
も
依
然
九
州
警
固
を
続
け
る
幕
府
か
ら
、
執

権
北
条
時
宗
の
三
十
四
歳
と
い
う
若
さ
で
の
死
の
噂
が
京
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、『
勘

仲
記
』
に
よ
れ
ば
四
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
訃
報
は
ま
だ
確
実
な
も

の
で
は
な
く
、
四
日
に
出
家
し
た
の
ち
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
は
出
家

は
し
た
が
生
存
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
情
報
で
あ
っ
た
。
訃
報
は
翌
日
に
正
式
の
も

の
と
な
り
、
二
十
八
日
に
「
所
労
出
来
」、
程
な
く
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
事
実
が

伝
わ
る
。
鎌
倉
幕
府
執
権
の
死
は
「
関
東
穢
」
で
あ
り
、
源
頼
朝
や
、
北
条
義
時
、
政

子
、
将
軍
頼
経
室
、
北
条
泰
時
、
北
条
経
時
な
ど
の
先
例
に
鑑
み
、
閏
四
月
三
日
ま
で

の
三
十
日
間
の
「
穢
限
」
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
九
日
条
）。
こ
こ
で
後
宇

多
天
皇
の
方
違
行
幸
の
停
止
、殺
生
禁
断
、諸
社
祭
や
日
吉
祭
の
延
引
が
決
定
す
る
。『
勘

仲
記
』
四
月
十
日
条
所
引
後
宇
多
天
皇
口
宣
は
「
近
日
柳
営
穢
気
依
触
来
、
花
洛
祭
礼

難
被
行
、
宜
停
止
賀
茂
祭
・
中
山
祭
・
大
神
祭
等
、
日
吉
祭
・
吉
田
祭
（
後
略
）」
と
、

鎌
倉
幕
府
執
権
の
死
穢
に
よ
り
京
の
祭
礼
を
停
止
す
る
旨
の
も
の
で
あ
り
、『
勘
仲
記
』

か
ら
も
そ
の
後
実
際
に
四
月
の
洛
中
で
の
祭
礼
が
取
り
止
め
ら
れ
て
い
く
様
子
が
確
認

で
き
る
。

　

①
②
の
よ
う
に
、
一
遍
た
ち
を
迎
え
た
弘
安
七
年
閏
四
月
の
京
の
空
気
は
非
日
常
性

を
帯
び
て
い
た
。
そ
れ
は
執
権
の
死
に
よ
り
祭
礼
が
延
引
さ
れ
た
都
市
の
不
穏
な
静
寂

で
あ
り
、
大
雨
で
一
夜
に
し
て
貴
顕
や
庶
民
の
日
常
が
押
し
流
さ
れ
た
喧
騒
で
も
あ
っ

た
。「
貴
賤
上
下
群
を
な
し
て
人
は
か
へ
り
見
る
事
あ
た
は
ず
」
と
い
う
群
衆
は
、
こ

の
空
気
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
　
　

三
．
巻
七
第
二
段
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌

　

こ
こ
で
生
じ
る
疑
問
は
、『
勘
仲
記
』
の
記
載
と
『
聖
絵
』『
縁
起
絵
』
の
間
の
齟
齬

で
あ
る
。『
勘
仲
記
』
に
は
一
遍
た
ち
時
衆
が
市
中
に
巻
き
起
こ
し
た
熱
狂
へ
の
言
及

が
一
切
な
く
、
ま
た
反
対
に
、『
聖
絵
』『
縁
起
絵
』
に
は
市
中
の
増
水
被
害
の
描
写
が

六
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『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

な
い
。
本
段
は
時
制
が
助
動
詞
「
き
」
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
詞
書
起
草
者
で
あ
る
聖

戒
自
身
の
記
憶
に
基
づ
い
た
文
章
部
分
で
あ
る
た
め
、
京
都
で
一
遍
ら
に
同
行
し
、
水

害
の
様
子
を
把
握
し
上
で
、
聖
戒
は
絵
巻
か
ら
水
害
や
時
宗
の
死
の
説
明
を
除
外
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
京
の
状
況
が
あ
る
こ
と
を
了
解
す
る
と
、
前
掲
の
一
遍
と

「
土
御
門
入
道
前
内
大
臣
」
と
の
贈
答
歌
の
文
脈
を
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　

一
声
を
ほ
の
か
に
き
け
ど
ほ
と
と
ぎ
す
な
を
さ
め
や
ら
ぬ
う
た
た
ね
の
ゆ
め
（
通
成
）

　
　

郭
公
な
の
る
も
き
く
も
う
た
た
ね
の
ゆ
め
う
つ
つ
よ
り
ほ
か
の
一
声
（
一
遍
）

　
「
土
御
門
入
道
前
内
大
臣
」
に
つ
い
て
は
、
後
嵯
峨
院
の
寵
臣
で
後
嵯
峨
院
宸
筆
御

八
講
の
二
ヶ
月
後
の
文
永
七
年
十
二
月
に
四
十
九
歳
で
剃
髪
（
注
25

）
し
た
中
院
通
成

（
一
二
二
二
〜
一
二
八
六
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
注
26

）。
中
院
通
成
の
邸
第
は
「
三

条
坊
門
第
」
と
呼
ば
れ
、三
条
坊
門
万
里
小
路
に
位
置
し
て
い
た
（
注
27

）。『
勘
仲
記
』

十
七
日
条
に
は
名
が
挙
が
ら
な
い
が
、
増
水
し
た
烏
丸
川
の
様
子
が
確
認
で
き
る
距
離

に
あ
る
。
ま
た
、
一
遍
た
ち
が
滞
在
し
た
四
条
京
極
釈
迦
堂
、
因
幡
堂
、
三
条
悲
田
院

な
ど
か
ら
も
近
い
。

　

二
人
が
詠
み
込
ん
だ
明
け
方
の
ほ
と
と
ぎ
す
は
伝
統
的
な
初
夏
の
歌
題
で
あ
り
、
古

今
集
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
夢
か
う
つ
つ
か
朝
露
の
お
き
て
別
れ
し
暁
の
声
」（
古
今
集
・

恋
三
・
六
四
一
・
読
人
不
知
）
や
「
世
中
は
夢
か
う
つ
つ
か
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
し
ら

ず
有
り
て
な
け
れ
ば
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
二
・
読
人
不
知
）
の
歌
例
の
よ
う
に
、

夢
う
つ
つ
の
中
で
鳴
き
声
を
待
ち
聞
く
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
た
。
通
成
は
、
ほ
と
と
ぎ

す
の
鳴
き
声
に
も
ま
だ
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
で
あ
る
こ
と
を
詠
み
、
一
遍

は
そ
れ
に
対
し
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
が
夢
や
現
実
と
い
っ
た
認
識
の
外
に
存
在

す
る
こ
と
を
返
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
と
は
、
通
成
が
聴
聞

し
た
一
遍
の
教
え
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
通
成
が
現
世
を
夢
と
認
識
す
る
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
日
の
京
の
状
況
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

四
．
巻
八
第
二
段
隠
岐
対
岸
で
の
詠
歌
と
承
久
の
政
変

　
『
聖
絵
』
巻
八
第
一
段
に
よ
れ
ば
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）、
一
遍
た
ち
は
洛
中
で

四
十
八
日
間
の
賦
算
・
踊
躍
念
仏
を
行
っ
た
後
、
桂
か
ら
穴
太
を
過
ぎ
て
、
丹
後
国
へ

と
旅
立
っ
て
い
る
。
こ
の
旅
は
一
年
余
り
に
わ
た
る
、「
北
国
を
ま
は
」
る
（
巻
八
第

四
段
）
こ
と
を
目
的
と
し
た
遊
行
だ
っ
た
。

　

こ
の
北
国
の
旅
の
最
も
印
象
的
な
場
面
が
、竜
の
結
縁
を
描
く
巻
八
第
二
段
で
あ
る
。

一
遍
た
ち
は
丹
後
久
美
浜
で
踊
り
念
仏
を
行
っ
た
際
、
波
間
か
ら
竜
が
現
れ
る
の
を
目

撃
し
、
次
に
但
馬
国
の
「
く
み
」
で
も
雷
を
伴
う
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
れ
は
竜

が
供
養
に
来
た
も
の
と
い
い
、
一
行
は
水
没
す
る
道
場
で
踊
り
念
仏
を
続
け
た
。
そ
の

後
一
行
は
、
因
幡
国
か
ら
伯
耆
国
逢
坂
（
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
）
へ
廻
り
、
美
作
国

一
宮
（
中
山
神
社
、
岡
山
県
津
山
市
）
で

鳴
の
奇
瑞
に
会
い
（
同
三
段
）、
弘
安
九

年
の
内
に
摂
津
国
四
天
王
寺
へ
と
到
着
し
た
。

　

こ
の
海
沿
い
の
山
陰
道
の
旅
は
、『
聖
絵
』
巻
八
第
一
〜
三
段
の
み
が
記
録
し
た
旅

で
あ
る
。『
縁
起
絵
』
で
は
、
洛
中
で
の
賦
算
を
描
い
た
巻
三
巻
末
か
ら
そ
の
ま
ま
弘

安
九
年
の
四
天
王
寺
参
詣
を
描
く
巻
四
巻
頭
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

目
立
っ
た
寺
社
や
霊
地
が
な
い
こ
の
旅
を
『
聖
絵
』
の
み
が
描
い
た
目
的
は
何
か
。

砂
川
博
氏
（
注
28

）
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
丹
波
で
善
光
寺
信
仰
が
広
く
流
布
し
て
い
た

点
に
言
及
し
た
。
ま
た
梅
沢
恵
氏
（
注
29

）
は
、
丹
後
久
美
浜
が
長
講
堂
領
で
あ
っ
た

点
に
注
目
し
、
こ
こ
か
ら
伏
見
院
近
臣
と
久
美
浜
の
関
わ
り
や
、
亀
山
院
の
思
惑
と
結

び
つ
く
形
で
弘
安
の
徳
政
を
推
進
し
た
安
達
泰
盛
滅
亡
へ
の
一
遍
の
言
及
（
巻
九
第
二

段
）
な
ど
か
ら
、『
聖
絵
』
制
作
が
伏
見
院
周
辺
で
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
も
う
一
つ
指
摘
を
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
山
陰
・
山
陽
の
旅
の
折
り
返
し
と

な
る
の
が
伯
耆
国
逢
坂
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　
　

伯
耆
国
お
ほ
さ
か
と
申
所
に
て
雪
の
中
に
ひ
と
り
う
づ
も
れ
給
て　

　
　

つ
ま
ば
つ
め
と
ま
ら
ぬ
年
も
ふ
る
ゆ
き
に
き
へ
の
こ
る
べ
き
わ
が
身
な
ら
ね
ば

　
（
巻
八
第
二
段
末
尾
）

六
九



『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌

　
―
旅
の
実
景
と
し
て

　

歌
意
は
「
積
も
る
の
な
ら
ば
積
も
れ
。
止
ま
る
こ
と
が
な
い
歳
月
の
経
過
の
よ
う
に

降
る
雪
が
溶
け
た
後
に
消
え
残
る
べ
き
我
が
身
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」と
解
釈
で
き
る
。

降
り
積
も
る
歳
月
を
雪
に
重
ね
て
詠
む
の
は
歳
暮
和
歌
の
典
型
で
あ
り
、
安
達
泰
盛
が

討
た
れ
た
弘
安
八
年
十
一
月
十
七
日
当
日
に
因
幡
国
に
一
遍
た
ち
は
滞
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
（
巻
九
第
二
段
）、
詠
出
年
時
は
弘
安
八
年
末
と
な
る
。
た
だ
し
、
歳
月
の
経

過
と
死
の
接
近
を
嘆
か
ず
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
心
情
は
、
歳
暮
和
歌
と
し
て
は
特
異

で
あ
る
。

　
「
雪
の
中
に
ひ
と
り
う
づ
も
れ
給
て
」
と
い
う
状
況
も
ま
た
『
聖
絵
』
の
一
遍
詠
の

中
で
は
異
例
で
あ
る
。
こ
の
旅
は
「
け
り
」
で
語
ら
れ
て
お
り
、
聖
戒
自
身
は
同
行
し

て
い
な
い
。
重
要
な
寺
社
や
伝
承
と
も
関
わ
り
の
な
い
土
地
で
、
た
だ
雪
の
降
る
中
で

歳
末
に
一
人
詠
吟
す
る
と
い
う
状
況
を
、
な
ぜ
本
段
は
末
尾
に
置
い
た
の
か
。

【
図
２
】
に
よ
り
伯
耆
国
逢
坂
の
位
置
を
確
認
し
た
い
。（
Ｃ
）
の
逢
坂
は
伯
耆
街
道
の

海
べ
り
の
宿
場
で
、（
Ｘ
）
の
隠
岐
島
の
対
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
逢
坂
は
、
近
世
成

立
の
軍
書
『
伯
耆
の
巻
』（
注
30

）
で
は
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
隠
岐
島
を
密

か
に
脱
出
し
た
後
醍
醐
天
皇
が
飲
水
の
補
給
の
た
め
に
上
陸
し
た
地
と
し
て
も
登
場
す

る
。
そ
し
て
海
を
挟
ん
で
逢
坂
と
対
峙
す
る
こ
の
島
に
流
さ
れ
、
十
八
年
間
の
後
に
終

焉
を
迎
え
た
の
が
後
鳥
羽
上
皇
で
あ
り
、
こ
こ
に
本
段
と
巻
五
第
三
段
の
東
国
の
遊
行

と
の
共
通
点
が
あ
る
。
奥
州
江
刺
郡
と
伯
耆
国
逢
坂
は
と
も
に
『
縁
起
絵
』
が
省
略
し
、

『
聖
絵
』
が
独
自
に
描
き
残
し
た
旅
の
辺
縁
で
あ
り
、
承
久
の
政
変
の
記
憶
と
強
く
結

び
つ
い
た
死
者
の
訪
問
の
旅
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
逢
坂
で
の
一
遍
詠
が
歳
暮
和
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
暗
に
時
衆
が
歳
末
別
時
念

仏
を
逢
坂
で
修
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。【
図
２
】（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
の
行
程
を

見
た
時
、
逢
坂
が
旅
の
折
り
返
し
地
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
旅
の
目

的
を
逢
坂
で
の
歳
末
別
時
念
仏
と
す
る
仮
定
も
可
能
で
あ
る
。
歳
暮
の
雪
の
中
で
隠
岐

島
と
一
人
対
峙
す
る
一
遍
の
姿
は
、
承
久
の
政
変
へ
の
、
一
遍
、
あ
る
い
は
『
聖
絵
』

制
作
者
周
辺
の
思
い
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て

世
の
意
義
を「
追

孝
報
恩
の
つ
と
め
」「
一
子
出
家
す
れ
ば
七
世
の
恩
所
得
脱
す
る
こ
と
は
り
」
と
し
て
、

【図２】隠岐島・弘安八年遊行の地位置関係図

（Ａ）丹後国久美浜
（Ｂ）但馬国「くみ」推定地（豊岡市竹野町竹野）
※『国宝一遍聖繪』（遊行寺宝物館、平二七）による。
（Ｃ）伯耆国逢坂
（Ｄ）美作国一宮
（Ｘ）隠岐島

国土地理院地図（電子国土Web）をもとに加工・作成
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『
一
遍
聖
絵
』
の
和
歌
　
―
旅
の
実
景
と
し
て

祖
父
墓
前
で
そ
の
旨
を
詠
む
巻
五
第
三
段
と
、
一
族
の
運
命
を
動
か
し
た
後
鳥
羽
上
皇

終
焉
の
地
に
向
き
合
い
、

世
者
で
あ
る
自
分
を
こ
の
世
に
消
え
残
る
べ
き
で
は
な
い

も
の
と
詠
む
巻
八
第
二
段
は
呼
応
し
て
い
る
。『
聖
絵
』
が
描
く
こ
の
二
つ
の
旅
路
は
、

教
線
拡
大
の
記
録
と
は
異
な
る
趣
旨
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
一
遍
聖
絵
』
に
お
け
る
三
つ
の
場
面
に
着
目
し
て
、『
聖
絵
』
に
お
い
て
和

歌
が
果
た
す
役
割
の
一
端
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

　
『
聖
絵
』
詞
書
に
お
い
て
は
、
一
遍
の
旅
の
行
程
を
述
べ
る
際
に
、
年
の
み
を
記
す

場
面
、
季
節
を
示
す
場
面
、
月
日
を
示
す
場
面
、
日
付
ま
で
示
す
場
面
な
ど
、
年
月
日

の
記
載
の
詳
細
さ
に
差
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
巻
七
の
入
洛
場
面
を
今
回
取
り
上
げ

た
よ
う
に
、
当
時
起
き
た
で
き
ご
と
を
調
べ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
日
付
を
『
聖
絵
』

が
記
載
し
た
意
味
に
つ
い
て
再
考
で
き
る
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
の
通
過

点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
歌
枕
の
地
で
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は

な
い
場
合
で
も
、
一
遍
詠
の
修
辞
表
現
を
歌
枕
の
伝
統
や
歌
物
語
と
い
う
文
脈
か
ら
読

み
解
く
こ
と
で
、『
聖
絵
』
が
描
こ
う
と
し
た
実
景
を
読
み
取
り
、
そ
の
旅
路
の
目
的

に
つ
い
て
考
え
得
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

付
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